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知事：菓子博では、松阪牛のステーキが菓子化されますか

らね。お米も楽しみですね。

では、青江さんにお聞きします。新しい商品を開発

する際に、大切にしていることは何ですか。

青江：お客さまが食べている姿を想像して、食べていただ

いた時においしいと思っていただける味を意識して

作っています。一人ひとり、お客さまの嗜好や食べ

る状況は違いますが、どういうお客さまに食べてい

ただくか、どういうシーンで食べていただくかを想

像し、おいしいと感じていただけるように味づくり

をしています。

知事：商品開発する際もターゲット設定が一番大事ということですね。では、三重県産の食材を使った商品の中

で思い出に残っているエピソードはありますか。

青江：三重県には、松阪牛や伊勢えびなど全国的にも有名な食材がたくさんあります。それらの食材を菓子づく

りに生かせるので助かります。ただ、素材のおいしさをいかに、お菓子に表現していくかが難しいところ

ですね。配合などに苦労します。

知事：前回、広島で開催された菓子博では広島県産のレモンが食材として脚光を浴びました。三重県も菓子博で

アオサなど、新たなスター食材が生まれることを期待しています。そういった意味で、県産食材でお菓子

を開発していただくことは、本当にありがたいことです。

それでは最後に、お二人のこれからの夢をお聞かせください。

青江：三重県から生まれたベビースターを、世界の人たちに食べていただき、世界のおやつに育てていきたいと

考えています。

知事：世界のおやつですか。素晴らしいですね。

松田：ベビースターは約60年の歴史と文化があります。そのお菓子文化を日本の方々はもちろん、世界の人たち

にも楽しんでいただけるよう、どんどん発信していきたいと考えています。30数年前から海外展開を進め

ており、夏頃には台湾工場も完成します。今後もさらに強化していきたいと思っています。

菓子博に向けて新たに開発した「ベビースターラーメン
松阪牛ステーキ味」を試食

ベビースターラーメンの工場見学（久居工場）には
年間約2万人の子どもたちが訪れるそうです。

新商品の企画や試作に取り組む青江さん（右）
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知事：日本のお菓子文化を、おやつカンパニーから世界に広めていこうということですね。今日は、ありがとう

ございました。

松田・青江：ありがとうございました。
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